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パッケージ内容 

このたびは、「キオクのひきだし」（AVT-C293）をお買い上げいただき、ありがとうございます。本

製品には、下記の内容物が同梱されております。万が一、同梱品の不足などがございましたら、当社

サポートセンターまでお問い合わせください。 

Chapter 1 同梱品 

 

キオクのひきだし 

AVT-C293 本体 

 

ビデオ入力変換ケーブル（コンポジット、S

ビデオ、ステレオオーディオ入力用） 

 

HDMI ケーブル (長さ：16 cm) 

 

リモコン 

電池 (単 4 形乾電池)×2 本 

 

AC アダプター 

 

 

取扱説明書（本書） 
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クイックガイド 

 

 

USB メモリー 
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Chapter 2 各部名称 

 

2.1  本体前面部 

 

*本機の電源ボタンを約 4 秒長押しすると、強制終了させることができます。 

LED ランプ表示の意味 

  緑パワーランプ  赤録画ランプ 

電源 ON  点灯  ー 

録画中  点灯  ゆっくり明滅 

録画一時停止中  点灯  点灯 

録画終了中  点灯  点滅 

データコピー  点滅  ー 
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2.2  本体背面部 

 

  

2.3 本体底面部 

 

内蔵 HDD 用スロット（2.5 インチ SATA HDD 対応、7/9.5mm 厚） 

※HDD は別売りです。 
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Chapter 3 リモコン 

 

#  

 

 

1  

電源の ON/OFF（録画中やデータコピー中は電源ボタンがロックされ、機

能しません）。 

2  
新規録画を開始します。 

3  

録画一覧メニューを表示します。なお、録画をするときのみ、映像ソー

スのプレビュー（内容確認）に利用します。 

4  

メニューの移動や、文字入力箇所の移動に使います。また、再生時は、

◁が 10 秒戻し、▷が 30 秒送りの役割を果たします。 
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5  

各メニューの決定 

 

6  
文字入力モード（ひらがな、カタカナ、英数、数字）を切り換えます。 

7  
ひとつ前のメニューに戻ります。   

8  
ひらがな、カタカナ、英数、数字 

9  
文字を消去します 

10  

 

録画を開始します 

11  
録画や再生を一時停止します。 

12  
再生中の画面のスクリーンショットを撮影します。 

13  
再生時、一つ前の録画ファイルに移動します。 

14  
再生時、次の録画ファイルに移動します。 

15  
停止ボタン、録画や再生を停止します。 

16 

 

機能キー：F1〜F3 に、メニューごとにさまざまな機能が割り振られま

す。 

また、再生時は F1 が巻き戻し、F2 がコマ送り、F3 が早送りの役割を果

たします）各キーを繰り返し押すことで、巻き戻しや早送りなどの速度

を変更できます）。 

*本機の電源 LED が点滅中は、リモコンからの命令を受信中です。 

お使いのテレビによって信号受信の反応速度が異なるため、本機の画面切り換えのスピードも環境によって異なってきます。 
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Chapter 4 初期設定 
「キオクのひきだし」（AVT-C293）をお使いいただくために、下記の 5 つのステップで、本機の初

期設定を行なってください。 

HDD の接続 

テレビとの接続 

リモコンの準備 

日時入力と HDD フォーマット 

ビデオ機器との接続 

なお、各ステップの詳細は下記のとおりです。 

 

4.1  HDD の接続 

録画データを保存する HDD を本機に接続します。本機では、 

外付け HDD/ USB メモリー：USB2.0 対応 HDD または、16GB 以上の USB2.0 メモリー 

内蔵 HDD：2.5 インチ SATA HDD（7mm/9.5mm 厚） 

の 2 種類がご利用いただけます。本機の初期設定前に、いずれかの HDD を接続してください。 

本体前面の USB 端子に、市販の USB HDD か付属の USB メモリーを接続します。 

 

 

 

 

 

4.1.1 外付け HDD の接続 
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本体底面に内蔵 HDD 用スロットがあります。ここに、イラストの 

ように 2.5 インチ SATA HDD を接続してください。内蔵 HDD スロットのフタには、HDD 固定用のス

トッパーがあります。お使いの HDD の厚さ（7mm または 9.5mm）にあわせて、ストッパーを●の位

置にあわせてください。                                                                                       

 

4.2   テレビとの接続 

本機背面の映像出力と、テレビの映像入力をケーブル接続します。本機には、HDMI と D 端子（D4/D5）

の映像出力があります。HDMI 接続の場合は付属の HDMI ケーブルまたは市販のケーブルで、本機の映

像出力とテレビの映像入力を接続します。なお、テレビやディスプレイが HDMI の音声入力に対応し

ていない場合は、本機ステレオオーディオ出力とテレビの音声入力を、別売りのステレオオーディオ

ケーブル（RCA タイプ）で接続してください。 

4.1.2 内蔵 HDD の接続 
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本機の D 端子出力を利用する場合は、別売りの D 端子ケーブルで本機とテレビの D 端子映像入力を接

続するとともに、別売りのステレオオーディオケーブル（RCA タイプ）で、本機とテレビの音声入力

を接続してください。 

 

 なお、本機では HDMI 入力に対応したパソコン用液晶ディスプレイにも対応しますが、映像をより

美しく見るためには、テレビのご使用をお勧めいたします。 
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4.3   リモコンの準備 

本機の操作は、すべてリモコンで行ないます。本機をご利用になられる前に、付属のリモコンに、同

梱の単四形乾電池 2 本を入れてください。 

 

つぎに、付属の電源アダプターをコンセントに接続し、本機と接続してください。 

4.4   日時入力と HDD フォーマット 

テレビの電源をオンにして、本機を接続した映像入力を選択してください。次に本機の電源を入れる

と、初期設定の画面が表示されます。ここで、リモコンの方向キーまたは数字キーを使って、現在の

日時を設定してください。 

 

日時の設定が終わると、続いて本機に接続されている HDD を検査する画面が表示されます。本機に
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接続した HDD がすでに NTFS 方式でフォーマット済みであれば、そのまま映像の録画をお楽しみい

ただけます。※注 

 

 

 

 

本機に、内蔵 HDD と外付け HDD の両方を接続済みの場合は、お手持ちのビデオをデジタルデータと

して録画・保存する［HDD 選択］画面が表示されます。ここで、普段、録画データを保存する HDD

を選択してください。また、これらの HDD が未フォーマットの場合は、「フォーマットが違います」

というメッセージが表示されます。HDD をフォーマットする場合は、フォーマットしたい HDD を選

択し、リモコンの［F2］キーを押してください。するとフォーマット確認の画面が表示されますので、

ここで［決定］キーを押すと、HDD のフォーマットが開始されます。なお、HDD のフォーマット中

は、本機の電源を切らないでください。※注 

 

注：NTFS 方式とは、Windows パソコンで標準的に利用される HDD のフォーマットです。市販の USB HDD には、あら

かじめ NTFS 方式でフォーマットされたものがあります。これらの HDD をご利用の場合は、初期設定後、すぐに本機

をご利用いただけます。 
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 フォーマットが完了すると、「ようこそ」という画面が表示され、初期設定はすべて完了です。こ

こで［決定］キーを押すと、本機をそのままご使用いただけます。 

 

 

 

 

 

注：HDD をフォーマットすると、HDD 内のデータはすべて消去され復元できません。すでに別の用途でお使いの HDD

を本機に接続された方は、フォーマット前にデータのバックアップをされることをお勧めします。 
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4.5   ビデオ機器との接続 

 これまでに撮りためたビデオ映像をデジタルデータとして録画（ダビング）する前に、本機をビ

デオ機器と接続します。本機の映像入力はコンポジット（RCA タイプ）と S ビデオ（S 端子）の 2 系

統に対応し、音声入力としてステレオオーディオ（RCA タイプ）を 1 系統備えています。お使いの

ビデオ機器と本機を、イラストのように付属のビデオケーブルで接続してください。 

S ビデオ接続 

 

コンポジット接続 
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Chapter 5 新規録画 

 
5.1  新規録画 

本機では、大切な思い出の映像や記録を、シンプルな操作でデジタルデータとして保存できます。ま

ずは、リモコンの［＋］（新規）ボタンを押して、録画する映像ソースの種類（ビデオ機器）を選び

ます。本機では、あらかじめ下記の 4 種類の設定を用意しています。   

ビデオテープレコーダー（VHS/ベータ） 

ビデオカメラ（8 ミリ/DV/miniDV など） 

ビデオディスクプレイヤー（LD/VHD など） 

その他 

 いずれの機器でも、 

ケーブル接続の確認 

ダビング時間設定 

録画開始 

の 3 ステップでカンタンに映像をデジタルデータとして録画（ダビング）します。 

映像ソースとなるビデオ機器を選択したら、本機とのケーブル接続を確認します。もし、あらかじめ

2 種類のビデオ機器を S ビデオ、コンポジットで使い分けて接続されている場合は、オーディオ入力

がソースとなるビデオ機器と接続されているかをご確認ください。 

 

 

 

5.1.1 ケーブル接続の確認 

なお、録画するビデオ映像にコンテンツ保護などがかかっていないかなどは、あらかじめ確認しておいてください。 
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本機では、あらかじめダビング時間を設定しておくことで、録画開始後、一定時間で自動的に録画を

終了させることができます。ダビングしたビデオの録画時間が分かっている場合は、本設定でダビン

グ時間を設定してください。なお、デフォルトでは、「設定なし（最長 8 時間録画）」になっています。 

次に［決定］を押してダビングを開始する前に、ビデオ機器の再生ボタンを押してください。本機が

［ダビング開始］画面に移行する際に、自動的にビデオ信号を検知し、ビデオ入力信号を切り換えま

す。 

 

   

ダビングしたビデオ映像を確認したら、録画したい場所で ボタンを押してください。すぐにダ

ビングが開始され、ビデオをデジタルデータとして保存します。なお、複数のビデオ機器を接続して

いて、ダビングしたい機器とは別の映像が表示される場合は、［F2］のビデオ信号切り換えで、映像

信号を切り換えてください。 

 

5.1.2 ダビング時間設定 

5.1.3 録画開始 
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 また、ソースとなるビデオの好きなところだけ録画したい場合は、録画開始後、  を押して、

録画を一時停止し、続けて録画したいシーンになったら、再度  を押して録画を再開すること

で、簡易的にビデオを編集することもできます。さらに、本機にはデジタルデータとして録画する際

に下記の「映像効果」を効かせることができます。 

 標準 

 明るく 

 セピア 

 鮮やか 

各映像効果は、画面上で確認することもできますから、お好みの効果を選択してください（デフォル

トは、標準設定です）。 

録画を終了させる場合は を押します。 
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5.2  ファイル保存（日時設定、分類、リモコン文字入力表など） 

録画を終了すると、次のような「最終確認」画面が表示されます。ここで、リモコンの  を押

すと、録画ファイル名や映像撮影日、分類を設定できます。 

 

録画ファイル名は、ビデオをデジタルデータに変換する際に、本機が自動的に「コレクション

_xxxxxx_xxxx」といった名前をつけて指定された HDD に保存します。このファイル名を変更する場

合は［F1］を押して、「録画ファイル名変更」を行ないます。ファイル名は最大 18 文字で、カタカナ、

ひらがな、数字が利用できます。ただし、濁点、半濁点は一文字となりますので、ご注意ください。 

なお、録画ファイル名を変更するときに、すでに HDD に同じファイル名がある場合は、再度、ファ

イル名の変更を行なってください。 

 

 映像撮影日は、録画ソースとなったビデオの録画・撮影日を設定することで、あとからビデオ検

索するときなどに役立てます。この映像撮影日を変更する場合は［F2］の「映像撮影日変更」を押し

てください。なお、日付の設定は、初期設定と同じく、方向キーまたは数字キーで直接入力ができま

す。 
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録画ファイルは、個人、家族、親友、旅行、映像、趣味、その他 の 7 種類に分類することができま

す。デフォルトでは「その他」になっていますが、これを変更する場合は の「分類の変更」を

押して、お好みの分類に変更してください。 

 

すべての録画ファイル情報の変更が終了したら、[決定]を押して録画ファイルの変更を保存します。 

本機で保存できるファイル数（録画ファイルと画面キャプチャファイルの総数）は 1,000 個までです。 
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5.3  録画ビデオの再生 

録画したビデオを再生するときは、リモコンの［録画一覧］を押してください。撮影済みのビデオが

分類ごとのひきだしとして表示されます。  

 

 ここで を押すと、最新録画の再生を開始します。そのほかのビデオを見る場合は、見たい

ビデオの分類を選択し、  ボタンを押すと、録画済みビデオのファイル名が表示されます。

ファイル名は、 を押すことで、ファイル名順、年代順（映像撮影日順）、録画時間順、に切り換

えることができます。このファイル一覧から、見たいビデオを選択し、 または を押す

と、録画再生が始まります。 

 また、  の「表示方法変更」を押すと、録画ファイルの冒頭映像を表示するアイコン表示とな

り、ファイル名は、それぞれのアイコンを選択することで、画面上部に表示されます。ここで見たい

ビデオを選択し、 または を押すと、録画再生が始まります。 

 

 録画再生中は、リモコン操作で早送りや巻き戻し、一時停止などの操作ができます。また、方向

キーで、10 秒戻しや 30 秒送りもできます。 
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 なお、一度再生したことがある録画ファイルについては、前回再生を中断した時刻が記録されて

おり、続きから再生することもできます。 
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5.4  画面写真の撮影 

 録画の再生中に、気に入った場面があれば、リモコンの を押すことで、その画面を写真ファ

イル（JPEG）として保存することができます。撮影されたファイルは、自動的にファイル名がつけ

られ、録画ファイルといっしょに保存されます。 

 

撮影した画面写真を見たい場合は、 を押し、「録画一覧」画面の「写真」を選択すると、画面を

撮影した録画ファイルごとに複数の写真がまとめられ、表示されます。ここで、見たい写真が収めら

れている、録画ファイル名を選択し、 を押すと、写真のファイル名が表示されるので、見た

いファイルを指定し か を押してください。なお、写真表示中に の「自動再生」を押

すと、同じ録画ファイルで撮影した画面写真を順次表示するスライドショーモードに切り換わります。

 

 写真の表示は、「録画一覧」から写真を選び、録画ファイルごとにまとめられたアルバムを選択し

ます。このアルバムやアルバム内の写真は、分類別、映像撮影日、ファイル名順で並べ替えることが

できます。 



 

   

 

日本語-23 

  
 

5.5 録画ファイルのコピー・削除・編集 

  

 デジタルデータとして録画されたファイルは、もう 1 台の HDD にカンタンにコピーすることがで

き、大切な記憶のバックアップを作成することができます。ここでは、内蔵 HDD から外付け HDD へ

のファイルのコピー方法を紹介しますが、外付け HDD をご利用の場合でも、内蔵 HDD を増設するこ

とで、同様の操作が可能になります。 

 「録画一覧」でコピーしたいファイルを選択し、

を押すと、「コピー/削除/編集」画面に移行

します。ここで、「コピー」を選択すると、録画

ファイルを保存している HDD から、もう一方の

HDD にファイルをコピーします。 

 

 内蔵 HDD を録画保存用としてお使いの場合、本体前面の USB ポートに USB HDD または、USB メ

モリを接続することで、外付け HDD（または USB メモリ）にファイルをコピーできるようになりま

す。外付け HDD や USB メモリが未フォーマット、または NTFS フォーマットでない場合は、あらか

じめ「設定」画面の「HDD 管理」でフォーマットを行なってください。（詳しくは、p.26 の HDD 管

理の項をご参照ください） 

 

5.5.1 録画ファイルのコピー 
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「コピー/削除/編集」画面で「録画ファイルを外

付け HDD にコピー」を選択し、［決定］を押す

とファイルのコピーを開始します。なお、ファイ

ルコピー中は本機や外付け HDD の電源を切らな

いでください。また、外付け HDD を取り外す際

は、必ず「録画一覧」から「外付 HDD を取外す」

を選択してください。 

 

 

 

 録画ファイルを削除したい場合は、「録画一覧」で削除したいファイルを選択し、 を押して「コ

ピー/削除/編集」画面を表示します。ここで、「録画ファイルの削除」のアイコンを選択すると、ファ

イルの削除の再確認画面が表示されますので、そのまま削除する場合は を押してください。な

お、写真についても同様の操作でファイルを削除することができます。 

 

 

5.5.2 録画ファイルの削除 
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 録画ファイルのファイル名や映像撮影日、分類などを変更したい場合は、「録画一覧」で編集した

いファイルを選択し、［F3］を押して「コピー/削除/編集」画面を表示、「録画ファイル情報の編集」

を選択します。なお、その操作方法については、前掲の「ファイル保存（日時設定、分類、リモコン

文字入力表など）」をご参照ください。 

 

 「録画一覧」では、録画を保存する HDD を変更することができます。同画面で［F2］の「HDD

の選択」を押すと、「HDD 選択」画面が表示されます。ここで、録画データの保存先を、内蔵 HDD

から外付け HDD に、またはその逆に変更することができます。なお、外付け HDD を交換したり、取

り外したりするときは、「録画一覧」で［F3］の「外付 HDD を取外す」を選択してください。 

  

 

 

 

5.5.3 録画ファイル情報の編集 

5.5.4 録画 HDD の変更 
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Chapter 6 設定 

. 「録画一覧」で、リモコンの［F1］を押すと、「設定」画面に移行し、「HDD 管理」や、「時間設定」、

「ファームウェア更新」を行なうことができます。 

 
 

6.1  HDD 管理 

HDD 管理では、「HDD のフォーマット」と、そ

れぞれの「HDD インフォメーション」の表示が

できます。「HDD インフォメーション」では、

HDD 名や総容量、残り容量、録画可能時間など

が確認できます。 

 

 

 

 

6.2  時間設定 

 本機の時間設定を行ないます。その設定方法は、前述の初期設定の項（p.11）をご参照ください。 
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6.3  ファームウェア更新 

 本機のファームウェアの更新を行ないます。ファームウェアは、あらかじめ弊社 Web サイト

（http://www.avermedia.co.jp/download）からダウンロードし、USB メモリのルートディレクトリ（最上

層のディレクトリ）にコピーしておきます。この USB メモリを USB ポートに接続し、［F1］を選択

すると、本機が最新ファームウェアを確認し、更新の必要がある場合は、自動的にアップデートを開

始します。 

 
 

6.4  製品情報 

 本機のバージョンなど、製品情報を表示します。 
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Appendix    
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リモコンの電池について　　

ACアダプターについて　　

取り付け・接続の際は、以下を厳守してください
家電・火災・発煙の原因となります

電池を取り扱うときは、次のことを守ってください　

・分解・改造・修理・充電しない。　　　　　　　　　　　　

・使用した電池と未使用の電池、種類の異なる電池や異なるメーカーの電池を混在して使用しない。

・電極の十と一を間違えて挿入しない　　　　　　　　　　　

・十と一を金属やはんだでつなげない。　　　　　　　　　　

・消耗しきった電池をいれたままにしない。　　　　　　　　　

　以上のことを守らないと、液漏れ・発熱、発火、破裂し、やけど・けがをすることがあります。　

・故障したままの状態で使用していると、感電・ショート、火災の原因となります。

  以下のような事をしないでください。

・傷つける　・加工する　・熱器具に近づける　・無理に曲げる　・ねじる　・引っ張る

・重いものを載せる　・束ねる

指定以外の電池を使用すると、液漏れ・発熱・破裂し、やけど・けがをする恐れがあります。　

熱がこもり、火災の原因となる場合があります。

たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火災の原因となります。

感電の原因となります。

ACアダプターが抜けやすくなります。

（じゅうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチロールなど）

火災、感電の原因となるが場合があります。

電池を使用・交換するときは、指定の電池を使用してください　

物を載せたり、かぶせたりしない

保温・保護性の高いものの近くで使わない

ケーブル部・アダプターを壊さない

ぬれた手でACアダプターを触らない

電源コンセントや配線機器の定格を超えた使い方や交流100V以外での使用はしない

作業の前に、本製品を接続する機器および周辺機器の電源を切り、コンセントから抜いて

ください

接続ケーブルなどの部品は、付属品または指定品をご使用ください

電源コンセントの周りに物を置かない

安全のために、必ずお読みください

本製品の修理・分解・改造をしないでください。

本製品は子どもが手を触れないようにしてください。　　　　

安全のため接続手順をこの説明書に従って行ってください。

火災や感電の危険があるので、本製品を自身で修理したり、組み立てを行わないでください。

火災や感電の危険があるので、本製品をぬらしたり、ぬれた手扱わないでください。　　　

火災や感電の原因となるので、長時間電源をいれたままにしないでください。

禁止

この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能性が想定される

内容を示しています。
警告



情報

お問い合わせ

※「AVerMedia」はAVerMedia Technologies, Inc.の商標（また登録商標）です。

   その他、記載されている全ての商標は各社の所有物です。

※本製品で記録したものを、私的な目的以外で著作権や他の権利者の承諾を得ずに複製・配布・配信することは、

   著作権や国際条約の規定により禁止されています。

※本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、AVerMedia Technologies, Inc.は一切

   の責任を負いません。

※仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。※製造地：台湾（アクセサリーを除く）

本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使用されるべき情報装置）で、住宅地域での

電波障害防止を目的とした情報処理装置など電波障害自主規制協議会（VCCI）基準に適合しております。しかし、

本装置をラジオ、テレビジョン受信機に接近してご使用になると、受信障害の原因となることがあります。取扱説

明書に従って正しい取り扱いをしてください。

AVerMediaは、お客様との取引やサービスを提供するためにお客様の個人情報を収集し、その範囲内で収集した

個人情報を利用します。また、収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者には提供・開示しま

せん。

製造元：AVerMedia Technologies, Inc.  Webサイト:http//www.avermedia.co.jp

・保証期間中（2年間）本体の自然故障につきましては、無料修理いたします。

・自然故障以外又は保証期間以外の有料修理をご希望の場合、まずは修理金額をお見積り致します。

その上で修理するかご検討してください。修理依頼いただかない場合は、有料で返送いたします。

   アバーメディアサポートセンター

   AVT.Japan@avermedia.com

顧客プライバシー保護

ご購入後の製品の修理と技術的なお問い合わせ

修理について

厳守

ACアダプターについて

他のACアダプターを使うと、火災や感電の原因となる場合があります。　

湿気などで絶縁不良となり、火災の原因となります。電源プラグを抜き、乾いた布でふいて

ください。

付属のACアダプターは本製品専用です。他の機器につないで使わないでください。

必ず付属のACアダプターを使う

電源プラグのほこりは定期的に掃除する

ケーブル部分を引っ張ると、破損し、感電、ショート、火災の原因となります。

抜くときは、ACアダプターを持って抜く

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してください。

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

ACアダプターを長期間接続していると、電力消費・発熱します。

感電の原因となります。

不完全に差し込むと、感電や発熱による火災の原因となります。

痛んだプラグ・ゆるんだ電源コンセントは使わないでください。

また、電源プラグにほこりがたまり、火災や感電の原因となる場合があります。

正しいコネクターに接続してください

パソコンの電源を切って、コンセントからプラグを抜きいてください

長期間使わないときは、ACアダプターを抜く

ACアダプターを抜くときは、先に電源コンセント側から抜く

電源プラグは根本までしっかり差し込む
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